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写 真 や 図 を中心 にみ る

琉球の農作物主要病害虫 (26)

サツマイモネコブセンチュウ

形態 : 排は長さ1,200-1,900ミクロソ,幅30

-36ミクpソで細長 く,雌は長さ400-900ミクロ

ソ,幅270-900ミクロンでナシあるいは レモンの

形に似ていて, 口の部分は糾い｡ 卵は長さ65-

130ミクロン,幅30-52ミクロンのだ円形であるo

加害 : サツマイモ,ウリ類 ,ナス,トマ トな

どのナス科作物 ,アブラナ紺 乍物など多 くの作物

に寄′とする｡この虫は ,卵からかえって成虫にな

るまでに4回脱皮する｡卵の中で 1回脱皮 して2

期幼虫とな り, 卵の外に出て 土壌中をはいまわ

り,宿主植物の根に侵入 して 1定の場所に定着 し

て2回日の脱皮を して第 3期幼虫にな り,雄にな

るものはか らの中に緋長 くなって折的り,ここで

3回口の脱皮をして第 4娼】の幼虫とな り,そのか

らの中で 4同日の脱皮をして 成虫にな りか らを

破って土中あるいは近 くの板の組織内に雌を求め

て移動する｡雌になるものはますます肥満 して体

は トックリ状にな り,3,4回目の脱皮をして成

虫になる｡ネコブセンチユウが寄生すると,その

口のまわ りの紳胸膜がとけて数個の巨大抑胸がで

き,その間四の細脚 五センチユウの食道膜から分

泌されるホルモンによって急に分裂 してこぶをつ

くる｡

防除 :

1.有機T-tの肥料を施 して土壌の性rfをよくする

1.連作をさけるo

1.植え付け前10-20口にD-DあるいはEDB

を10ア-ルあた り20-50リットル,DBCP

(80%)乳剤 1.5リットルを土壌に注入する

か,DBCP(20%)粒剤10-12kgを施すo

1.他の病吾防除をかねてクロールピクリ1/(80

-97%)を10アールあた り20-31リットル施

すのもよい｡

ハイマグラノメイガ (ダイコンシンクイムシ)

形態 : 成虫は ,灰かっ色で前はねに灰白色の

捌 犬の2本の線が肘 こ売 り,その間にじん臓の形

をした黒色の紋が 1個ある｡ 後は ねは全作灰白

色｡体長は約7ミリメー トル ,はねの開帳は16ミ

I)メー トル内外の小さながである｡卵は,偏平だ

円形 ,蓑白色あるいは赤色で,1-2ミt)メー ト

ルO幼虫は,鎖が黒色胴部は淡試巴あるいはgiか

っ色で体長約1′lミリメー トル｡さなぎは,プ程かつ

色あるいはかっ色で体長約7ミリメー トル｡rtl色

のうすいまゆのrl二川こある｡

加害 : 'LF･5-6回発′EL,特に秋まき野点の

被害は大きい｡幼虫はアブラナ科のとくに-ZIJ-い作

物の幼い柴をつつ りあわせ,その中で芽を食害 し

,加害のいちじるしいときは作物は黄色に変わっ

て枯れる｡

防除 :

1.DDT乳剤 (20%)の500-1,000倍液を本葉

発生初婚伍､ら2-3回散布する｡

1.EPN乳剤 (45%)の1,500(洋液を 上とI･11じ

方法で散布する｡

1.マラソン乳剤 (50%)の1,000-2,000倍液を

上と川 じ方法で散布する｡

写真および図説 :

A サツマイモネコブセンチユウ

1.那

2. 第 1斯幼虫

3. 地中に['lJ.た第 2期幼虫

4. 第 3糊幼虫

5. 第 Ll期幼虫 (班)

6. 成熟 した排
7. 成熟 した雌

8. 卵 塊

B サツマイモネコブセンチュウにおかされた

キウリの椴

C ハイマダラノメイガ

D ハイマダラノメイガの加Tl言をうけた-クサ

イ
(田 盛 正 雄)
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